
Title Expressed Emotion and Social Functioning in Chronic Schizophrenia
Sub Title 慢性統合失調症における感情表出と社会機能
Author 三浦, 勇太(Miura, Yuta)

Publisher 慶應医学会
Publication year 2005

Jtitle 慶應医学 (Journal of the Keio Medical Society). Vol.82, No.4 (2005. 12) ,p.27-  
JaLC DOI
Abstract
Notes 号外
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00069296-20051202-

0027

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


Expressed　 Emotion　 and　 Social　 Functioning　 in　Chronic　 Schizophrenia

　　　　　　　　　　(慢性 統 合 失調 症 にお け る感 情 表出 と社 会機 能)

内容の要旨

三　浦

　家族の感 情麦出(Expressed　Emosion;以 下EE)は 患 者に対する家族

の全般的な態度 を反映す る臨床的 尺度 とさn,商EEは 患者の 統合失

調症の再発予測因子 になる とされ てい る。EEの 商低 の成 因 を解 明ず

るためには,患 者本人の要因や家族員の要因 、さらに文化 ・祉会背景

の ような外部要因 を含 め、多岐 にわたる観 点か らの検討 を要する。本

研究では,統 合 失脚症患者の社会俊帰に関連 し注 目を集 めている社会

機能 に着 目 し,EEの 形成 にいかなる影響 を与えてい るか について検

討 した。

　対象はICD・10におけ る統合失調症の基準を溜 た し、過虫3ヶ 月以上

同居家族が ある鱗名 と、その全家族A82名 である。家族は個別に 、日

本緬版Social　Funaioning　Scale(SFS)を 記入 した後 、　EE評 価用面接 で

あるFi▼¢・Min"lesSpe㏄h㎞ ρ16(FMSSJを 実櫨 され た。また患者の締

神 症状 と全般的機能を評価す るために、同本距版Positive　and　Negative

Syndrome　 Sc朗e(PANSSJとGlobal　 Assessmem　 of　Functioning　Scalc

(GAFJに よる評価を実施 し、　EEの 高低 と.to神 症状、祉会機能 、そ

の他の要因 との関連を検討 した。

　 その結果 、52.3%に あたる23名 の患者 が謝EE家 族 員 と同居 し、21名

が低EE家 族員 とのみ同居 していた。7+7iEEBYと低EE群 では、患者 の性

別.年 齢 、羅病 期間 、抗 緬神病薬処 方量、診断の 下位類型 、PANSSの

下位項 目,GaFス コアにおいて有意差はなか った。高EE腓 と低EE群 聞

では、点 数が高 いほど社会機能が よ り商い ことを示すSFSの2つ の下

位項 目(社:会的 引き こもり、自立 レベル 〔能力))と 合 計点のそれぞれ

にお いて.低EE群 の方 が有意に高い点数 を示 した。高EE鮮 におけ る低

EE家 族員 と低EEBkの 家族員 との比較では、祉会的引 きこ もn,対 人機

能、自立 レベル(能 力)項 目において、低EEBCの 方が有意に高か った。

得 られ た結 果の因子分析で は4つ の 因子が導かれ 、第2因 子 がEEと

SFS合 計点に よって説明 され 、高EEがSFSス コア低憧 と関迎 していた。

さらに この研 究では 高EE家 族 にお ける低EE家 族員 の行動 がXfiEE'家

族 員のそれ に類似 して いることが見出 された。従 ってよ り効果的な リ

ハ ビリテーシ ョンのためには高EE家 族 におけ る低eE家 族ttも 統 合失

調 症の侵性期 における家族心理 教育や 対処 行動 トレー ニ ングに組 み

入れ られ る必要があるこ とを示唆す るもので ある。

　 以上本研究 によ り.統 合 失調症 患者の家族 のEEと 患者のtt会 機能

水準には双方向性 に因果 関係 を椿つ ことが明 らかになった。また慢性

統合失隅症 患者の家族 員は おそ らく患者の 日常の社会 機能 を注視 し

ておn,患 者 の社会機能の レベルは家族 のEEプ ロフィールに影響 し

てい ることが示唆 された。

勇　太

諭文審査の要旨

　本研究 は銃合失調症 患者 の祉会機能 に着 目 しEEと の開連 を検討 し

た もの で あ る。対 象 は同 居 家族 が あ る44名 と.全 家 族82名 で あ っ

た。SFSが 家族 に よ り評 価 され 、　FMSSお よびPANSSとGAFも 実施 さ

れた。23名152.3%)の.患 者が商EE家 族 と、21名 が低EE家 族 とのみ

同居 していた。 高EE群 と低EEB#flflで は、　SFSの 下位項 目(祉 会的 引

きこ も り、 自立 レペル(醒 力)1と 合計 点 にお いて、低EE群 の方が

有意 に高い点 数 を示 した。 高EE群 にお け る低EE家 族 と低EE群 の 家

族 との比 較 で は、仕 会的 引 きこ も り、対 人 搬能 、 自立 レベ ル(能

力}項 目におい て、低EECの 方 が有意 に高か った。 因子分析 で は4

つの 因子が 導かれ 、iFliEEがSFSス コア低 値 と関連 してい た。 また高

Eε家 族にお け る低EEC族 員 の行動 は、商EE家 族 のそれ に覇 似 して

いた。

　審 査ではまず、境界線級 の1&EEをSEEと した理由につ いて質問が

な され た。 先行研究 では境 界線級の 低匪 をh7iEEと した場 合、 よ り予

後の予測性 が高 まる ことが 指摘 されてお り、本研究 もそれ に従 った

との 回答 が な され た。 ま た、今 回 の対 象 は 比較 的 に慢 性 軽症 例 で

あった可能性 もあ るが.こ の場合 に もEEが 再 発可能性に影 響 を与え

るのか との質 問が あ り、 これ に対 し慢性例 にfiい て もEEの 再 発影響

性 が認 められ ている と回答 され た。続い てKNEEとSEEを 形成す る要

因につ いての質問 がな され た。病 前か らの 家族側の 要因 にっい ての

検討は 十分には な され ていな い と回 答があn,そ れ に 対 し、家 族の

粗 互関係 性や 筏割 の 違 い も含 めた 検討 を今 後行 うべ き との指 摘が

あ った。 また論文 中の対 象採用 基準 に よれ ば 、慢性 例の み な らず急

性例 も含まれ うるため、その 場合、商EEに な ること も考 え られ、対

象 の設 定に考慮 す るべ き との指瓶 があ った。 この点 にっい ては 、検

討 に含 まれ た初発2例 とも罹病 期間 が1年 以 上の慢性 状態 にあ った

と回答 され た。今 回 の結 果 ではEEと{t会 機 能 の関 連 が確 腿 され た

が 、同 じ集団で あ って も違 う時 期にお いては結 果に相違 がみ られ る

こ ともあるか との 質澗が な され た。 例 えば怠性 期 におい ては幻覚 妄

想 な どの 目立っ輌 神症状に対 して家 族の批 判が強 まる ことは予想 さ

れ 、また病期 に よって家 族 の注意の 対象が変 わ るこ とも考 え られ る

ことか ら、同 一集 団 であ っても結 果に棺違 がみ られ る可能性 が高 い

との脱明がな され た。今後 の課 題 と して、13iEE家族 内にお けるSEE

家族員 に焦点 をあて る研 究にお いて は、同 居家族 が1名 の 場合 には

これ を検肘対 象か ら除外 す るべ きこ と、評 価方法 と してのSFSの 内

部牌造 につい て一層 の検rtが 必 要で ある ことが指簡 され た。

　 以 上、本研究は 今後 さらに検atす べ き課題 を残 してはい るが,統

合失調 症の慢性期 にお けるEEと{}会 機能 の関連 を確 認 し、 さ らには

高EE家 族 畏と同居す る低EE家 族aへ の臨床的介 入の必要性 を明 らか

に した点で、臨床 的に価値 ある研究 と評価 され た。
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